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量の少ない地域に強く偏在している。異常気象の多発により、2010 年には 10 ヶ国以上が
小麦の輸出を制限するなど、世界の小麦の生産は不安定化している。一方、消費の面では、
新興国における富裕層人口の増加に伴って、今後も大きく増加することが見込まれている。
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査によると、2007 年から 2009 年
までの平均で、日本人は 2 人以上
の世帯当たり年間約 86 kg の米、
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㍲ථ 155 40.5 18 60 75 18 13 71





































































































































































は、2008 年から 2020 年までの 12




























































































































かな上昇基調となると予想されている。ただし、2011 年 1 月 14 日に観測された値は、すでにこ
の予測値を大きく上回っており、見通しが甘いとの見方もある。
































































急上昇し、2007 年 10 月には 10％、
2008 年 4 月には 30％も値上げさ
れた。農林水産省は、引き続き小
麦の国際価格が高騰していること






































































































































なお、2007 年 4 月以降は、5 銘柄平均の政府売渡価格であり、価格改定が年 2 回行われている。















































































































































は分子量が 2 万 5 千から 4 万 6 千
の間にある 3 種類と、分子量が 4
















































































































































































































































































































































































































5）　U.S. Department of Agriculture「Grain: World Markets and Trade」（2010）
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博士（工学）。専門は産学連携と知的財産、科学技術予測、ナノテクノロジー分野の
研究動向など。産学連携活動の分析や技術予測プロジェクトに従事し、中・長期的な
技術トレンドと経済社会との関係に興味を持つ。
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バイオテクノロジーを使って社会にイノベーションを起こすよう知恵を絞りたい。若
手博士人材がアカデミアだけではなく産業界で活躍できるよう、教育システムを変革
することも重要と考える。社会変革を目指す一方で、いまだにアナログレコードを愛
している。
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